
平成 26 年度 環境モニタリング結果（高濃度） 

 
JESCOと北九州市は、北九州市内における高濃度 PCB廃棄物処理の環境への影響を調査するため、処理施設

の排出源、周辺環境監視点における PCBやダイオキシン類等の測定（＝環境モニタリング）を行っています。 
 
■周辺環境 

JESCOが行った大気・水質・地下水・土壌・底質・生物の環境モニタリング結果は、下の表のとおりです。 

 

定量下限値・・・（PCB)0.0005㎎/L、（PCB：成分)0.05㎎/㎏・dry 
 
■排出源 
・排気（第 1期施設） 

JESCOが行った排気（第 1期施設）の環境モニタリング結果は、下の表のとおりです。 

 

定量下限値・・・（PCB)0.00001㎎/N㎥、（ベンゼン）1㎎/N㎥ 
  



 
・排気（第 2期施設） 

JESCOが行った排気（第 2期施設）の環境モニタリング結果は、下の表のとおりです。 

 

定量下限値・・・（PCB)0.00001㎎/N㎥、（ベンゼン）1㎎/ N㎥、（硫黄酸化物）K値=0.0044、 
（塩化水素）1ppm、（ばいじん）0.001g/N㎥ 

  



 
■排水・雨水・悪臭・騒音 

JESCOが行った排水・雨水・悪臭・騒音の環境モニタリング結果は、下の表のとおりです。 

 
定量下限値・・・（PCB)0.0005㎎/L、（アセトアルデヒド)0.05ppm、（トルエン)1ppm、（キシレン)0.1ppm 

 

pg


